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群
馬

の
漢
文
碑
読
解
上

の
諸
問
題

濱

口

富

士

雄

漢
文
碑

の
意
義

群
馬
県

に
は
上
野
三
碑
と
称
さ
れ
る
出

ノ
上
碑

宍

八
こ
、
多
胡
碑

宅

一
こ
、
金
井
沢
碑

ぞ

二
Ｃ
の
古
碑
が
あ

り
、

い
ず
れ
も
国

指
定

の
特
別
史
跡
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
多
湖
碑
は
日
本
三
古
碑

の

一
つ
に
も
数
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら

の
碑
文
は
古
代

の
地

方
豪
族

の
活
動
状
況
を
解

明
す

る
上

で
文
献
史
料
を
補
う

べ
く
、
そ

の
史
料
的
価
値

に

つ
い
て
は
評
価
が
高

い
。
古
代

の
こ
う

し

た

石
碑
建
立

の
流
れ
を
受
け

て
、
江
戸

の
中
期
か
ら
後
期

に
か
け

て
、
群
馬

の
諸
藩

に
お
け
る
経
済
的
な
安
定

に
と
も
な
う
庶
民

層

の
経
済
的
な
ゆ
と
り
が
、
江
戸

の
学
者
や
文
人
と

の
交
流
を
促
し
、
文
化
意
識
や
歴
史
意
識

の
高
揚
も
も
た
ら
す

こ
と
と
な
り
、

漢
文
碑
や
墓
誌

の
建
立
が
盛

ん
と
な

っ
た
。

沢

田
東
江
、
市
川
寛
斎
、
佐
藤

一
斎
、
古
賀
煙
、
寺
門
静
軒
、
海
保
漁
村
ら

の
撰
文

に
か
か
る
漢
文
碑
も
残
さ
れ

て
お
り
、
そ

の
影
響
は
明
治

。
大
正
期

に
ま

で
及
び
、
中
村
正
直
、
依

田
百
川
、
重

野
安
繹
、
川

田

剛
、

三
島
中
洲
、
岡
千
切
、
内

田
周
平
、
服
部
宇
之
吉
ら
当
時

の
鐸

々
た

る
漢
学
者

の
手
に
な

る
碑
文
を
始

め
と

し
て
、
数
多

く

の
漢
文
碑
が
建
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ら

の
碑
文
は
、
地
方
史
研
究

の
貴
重
な
史
料
と
し
て
、
さ
ら

に
は
群
馬
県

に
お
け
る
漢
学

の
展

開

の
実
態
を
究
明
す
る
上

で
の
基
礎
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
郡
市
町
村
誌
編
纂

の
際

に
は
積
極
的

に
採
録
さ
れ

て
き
た
。

碑

石
の
研
究

は
、
中
国
に
お
け

る
い
わ
ゆ
る
金

石
学

の
対
象
と
さ
れ
、
宋
代

に
本
格
的
な
収
録
と
研
究
が
始
ま
り
、
欧
陽
修

の
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『
集
古
録
政
尾
』
が
そ

の
祖
と
さ
れ
、
趙
明
誠

の

『
金

石
録
』
が
続

い
て
年
代
順

に
整
序

し
、
洪
道

の

『
隷
釈
』

『
隷
続
』

は
碑

文

の
全
文

の
収
録
を
行

っ
て
い
る
。
時
代
を
隔
て
て
清
代

に
至
る
と
考
拠
学

の
実
証
的
な
文
献
研
究

の
機
運
が
高
ま
る
と
と
も
に
、

金

石
学

そ
し
て
碑
文
に
関
す

る
研
究
が
再
び
盛
況
と
な

り
、
清
初

に
お

い
て
は
考
拠
学

の
祖
と
さ
れ
る
顧
炎
武

の
『
金

石
文
字
記
』
、

顧
議
吉

『
隷
弁
』
な
ど
が
著
述
さ
れ
、
乾

・
嘉
期

に
は
優
れ
た
考
拠
学

の
成
果
を
も
た
ら
し
た
銭
大
折

に
よ
る

『
潜

研
堂
金

石
文

阪
尾
』

『
潜

研
堂
金

石
文
字

目
録
』
、
武
億

『
金

石
三
政
』
が
出

て
、
さ
ら

に
王
誕

『
金
石
若
編
』

は
古
代
か
ら
遼

・
金

に
至
る

碑
文
を
網
羅
す

る
な
ど
、
碑
文
は
文
献
史
料

に
対
す

る
補
助
史
料
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

つ
つ
研
究
さ
れ
て
き
た
。
わ
が
国

で
も
、

中
国

の
清
代

の
研
究

の
影
響
を
受
け

つ
つ
、
狩
谷
抜
斎

の

『
古
京
遺

文
』
な
ど

の
研
究
が
現
れ
、
明
治
以
降

は
史
学

の
補
助
学
と

し

て
の
位
置
づ
け

の
下
に
研
究
が
継
承
さ
れ
て
き
た
。

と

こ
ろ

で
、
群
馬
県
内

に
所
在

の
漢
文

に
よ

っ
て
撰
文
さ
れ
た
碑

石
に

つ
い
て
調
査
す

る
に
当
た

っ
て
は
、
漢

文
碑

に
関
す

る

専
著
や
群
馬
県

の
人
物
や
文
化
的
事
跡

に
関
す

る
書
籍

そ
し
て
郡
市

町
村
誌
な
ど
が
、
漢
文
碑

の
存
在
や
そ

の
所
在
地

の
特
定
を

行
う
上

で
の
基
礎
的
な
文
献
資
料
と
な

る
。

し
か
し
こ
れ
ら

の
資
料

の
漢
文
碑

石
に
対
す
る
記
述

の
扱

い
は
精
粗
さ
ま
ざ

ま

で
あ

り
、

『
群

馬

の
古
碑
』
は
、
所
在
地

・
碑

石
の
形
態

。
碑
文
原
文

・
書
き
下
し
文

・
解
説
を
施

し
て
詳
細

で
あ
り
、

『
境

町
碑
墓

銘
集
』
、

『
藤
岡
史
誌
　
資
料
編
　
近
代

。
現
代
』
な
ど
も

こ
れ
に
準
じ
て
い
る
。
次
は
、
所
在
地

・
碑
石

の
形
態

・
碑
文
原
文

・

解
説
を
記
述

し
た

『
館
林
叢
書
』
第
十
九
巻
、
あ
る
い
は
所
在
地

・
碑
文
原
文

・
書
き
下
し
文
を
記
述

し
た

『
伊
勢
崎
市
史

資
料

編

３

近
世

Ⅲ

（文
芸
と

、
あ

る

い
は
所
在
地

・
碑
石
の
形
態

・
碑
文
原
文

・
書
き
下
し
文
を
記
し
た
大
問

々
町
誌
別
巻
七

『
大
問

々

町

の
石
造
物
』
な
ど
が
あ

る
。

そ

の
次
は
、
所
在
地

・
碑
文
原
文
を
収
録
す

る
も

の
で
あ
る
が
、

『
群
馬
郡
誌
』

は
原
文
を
白
文

の
ま
ま
収
録

し
、
　
国
日
岡
村
誌
』

は
句
読
点
を
施

し
た
原
文
を
、

『
群

馬
県
吾
妻

郡
誌
』
は
句
読
点
と
返
り
点
を
付

し
た
原
文
を

掲
げ

て
い
る
。

と

こ
ろ
が
、

こ
れ
ら

の
文
献
上

の
碑
文
資
料

は
、
原
碑

に

つ
い
て
直
接
調
査

し
、

そ

の
碑
文
と
照
合

し
て
み
る
と
、
そ

の
編
集
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や
碑
文
読
解
上

に
お
け

る

い
く

つ
か
の
問
題
点
が
浮
上

し
て
く
る

の
で
あ

る
。

そ

こ
で
こ
れ
ら

の
問
題
点

に

つ
い
て
、
翻
刻
上

の

問
題
、
典
拠

の
問
題
、
読
解
上

の
問
題
、
碑
文
に
お
け

る
語
法
上

の
問
題
、

こ
の
四
点

に
整

理
し
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
な
事
例
を

挙
げ
な
が
ら
検
討

し
た
。

本
稿

で
の
検
討
対
象

は
、
群
馬

の
漢
文
碑
と
そ

の
収
録
文
献

に
留
ま

る
が
、
そ

の
内
実

は
群

馬

の
漢
文
碑

に

の
み
限
ら
れ
る

こ

と

で
は
な
く
、　
一
般

の
漢
文
文
献

に
お
け
る
読
解
上

の
問
題
点
と
し
て
も
見
う

る
と

こ
ろ
も
あ
ろ
う
か
と
思
わ
れ
、

い
さ
さ
か
検

討
を
加
え
る

こ
と
と
し
た
。

二
、
翻
刻
上

の
問
題

漢

文
碑
を
資
料
と
し
て
翻
刻
す

る
に
際

し
て
、
先
ず
問
題
と
な

る

の
は
そ

の
碑
文

の
書
体

に
関
し
て
で
あ

る
。
漢

文
碑

の
書
体

は
、
群

馬
に
お

い
て
は
楷
書
が
用

い
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
隷
書

（奥
沢
村
三
躍
碑

・
多
胡
碑
記

・
天
篭
朝
陽
君
墓
銘
）
や
行

・
草
書

各
一

岳
武
井
先
生
寿
碑

・
学
書
篇

・
大
館
謙
二
郎
君
碑
）
な
ど
も
ま
ま
見
受
け
ら
れ
る
。
楷
書

の
場
合

は
、
特

に
問
題
と
な

る

こ
と
は
な

い
が
、

注
意
を
要
す

る

の
は
、
隷
書
や
殊
に
か
な
り
字
体
を
崩

し
た
草
書
体

で
あ
る
。

次

い
で
問
題
と
な

る
事
柄

は
、
異
体
字

の
問
題

で
あ

る
。

こ
れ
は
書
体
と
し
て
は
楷
書

で
あ

っ
て
も
、
そ

の
画
数
や
字
形

の
構

成
な
ど
、
本
来
漢
字
が
書

写
さ
れ

て
き
た

こ
と

に
必
然
的

に
付
随
す

る
問
題
と
し
て
存
在

し
て
お
り
、
中
国
に
お

い
て
も
字
形

の

規
範
化
が
歴
代
行
わ
れ

て
き
た
。

し
か
し
碑
文

へ
の
書
記
は

一
方

で
は
芸
術
的
な
要
素
も
取
り
入
れ
ら
れ

て
、

同

一
の
漢
字

を
意

図
的

に
別

の
字
形
と
し
て
書

写
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
異
体
字
を
積
極
的

に
使
用
す

る

こ
と
も
行
わ
れ

て
い
た
。

こ
れ
ら

に

つ
い

て
は
、
秦

公
輯

『
碑
別
字
新
編
』

父
物
出
版
社
、
重

母
、
北
川
博
邦
編

『
偏
類
碑
別
字
』

燿
山
閣
、
重

母
を
は
じ
め
と
す

る
異
体
字
関

係

の
工
具
書

で
調
査
す

る
必
要
が
あ

る
。
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さ
ら

に
問
題
と
な

る
事
柄

は
、
碑
を
建

て
る

こ
と

の
意
義
と
矛
盾
す

る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
が
、
現
実
的
な
問
題
と
し
て
時

間

の
経
過

に
と
も
な
う
碑

面
や
刻
字

の
磨
滅

の
問
題

で
あ

る
。

石
材

は
不
朽

の
も

の
と
し
て
、

そ
れ
に
文
字

を
刻

し
て
碑
と
す

る

こ
と
は
後
世

に
永
遠

に
伝
え
ら
れ

る
こ
と
が
含
意
さ
れ

て
い
る
は
ず

で
あ

る
が
、
実
際

に
は
碑

石

の
石
質
や
刻
字

の
浅
深
な
ど

の

技
術
的
な
問
題
、
ま
た
野
外

に
設
置
さ
れ
る
こ
と

に
と
も
な

い
雨
雪
な
ど
に
よ
る
風
化
や
人
為
的
な
損
壊
な
ど

に
よ
り
、
刻
字
が

磨
滅
や
剥
離

し
て
解
読

不
能
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。

す
な
わ
ち
、
碑
文

の
翻
刻

に
は
慎
重
を
期

し
て
当
た
ら
な
け
れ
ば
、
せ

っ
か
く
文
献
資
料

に
翻
刻

し
て
広
く
資
料
と
し
て
提
供

が
可
能
と
な

り
、
ま
た
記
録

の
保
存
と

い
う
意
義
を
も
担
う

こ
と

に
な

る
は
ず

の
と

こ
ろ
が
、
却

っ
て
別

の
新

た
な

る
問
題
を
呼

び
込
む

こ
と
と
な

つ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。

Ｉ
、

城

沼
墾

田
之
碑

盆

埜
巾
城
野

一方

丸
）

先
是
館
林
人
飾

予
喜
菜
味

完
央
口

〔甚
美
問
〕
注
１
之
即
城
沼
所
産
也
注
２

こ
の
碑

の
刻
字

は
端
正
な
楷
書
体

で
あ
り
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
は
語
法
上

の
問
題
も
な
く
、
土思
味
も
疎
通
す

る
の
で
あ

る
が
、

人
か
ら
贈
ら
れ
た
ジ

ュ
ン
サ
イ

の
味

に
対

し
て

「
荒
尖
」
と
評
価
す

る

の
は
、
尋
常

で
は
な

い
と
考
え
ざ

る
を
得
な

い
。

そ

こ
で

原
碑

に
照
合

し

て
み
た
と

こ
ろ
、
初
め
て

「
甚
美
」
と

い
う
順
当
な
表
現

で
あ
る

こ
と
が
確

認
し
え
た

の
で
あ

る
。
確
か
に
字
形

が
類
似

し

て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
倉
卒

に
引
き
写
し
て
誤

っ
た
も

の
と

い
え
る
が
、
文
意
や
文
脈
な
ど
に
い
さ
さ

か
も
問
題
が
な

か

つ
た
場
合
、
翻
刻

の
誤
り
を
訂
正
す
る
機
会
を
逸

し
て
し
ま
う

こ
と

に
も
な

ろ
う
。

コ
、

奥

沢
村

三
幌
碑

倫

生
市
新
里
町
奥
述

こ
の
碑

に
お

い
て
翻
刻

の
問
題
が
典
型
的

に
現
れ
る
。

こ
の
碑
文
は
説
文
学
者

に
し
て
書
家

と
し
て
も
著
名
な
高

田
忠
周
が
自

ら
文
を
撰

し
、
さ
ら

に
自
ら
筆
を
揮

っ
た
碑

で
あ
り
、
書
体

は
隷
書

で
か
な

り

の
異
体
字
が
散

り
ば

め
ら
れ

て
い
る
。

し
か
も
碑

石

の
状
態

は
必
ず

し
も
良
好
と
は

い
え
ず
、
か
な

り

の
磨
滅
が
あ
り
、
ま
ま
判
読

に
困
難
を
感

じ
る
文
字
も
あ

る
と

い
う
状
況

で
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あ

る
。

こ
の
碑
を
収
録
す
る

『
新
里
村
誌
』
注
３
は
碑

文

の
翻
刻

の
み
を
載

せ
る
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
示
す
が
ご
と
く
読
解
も
ま

ま
な
ら
ぬ

ほ
ど

ほ
ぼ
毎
行

に
わ
た

っ
て
誤
字

・
講
字

・
脱
字

・
術
字
な
ど
が
出
現
す

る
。

そ

の
内
実

は
、
翻
刻

に
際

し
て
の
単
純

な
誤
植
と
推
定

し
う

る
も

の
、
例
え
ば

「
稿
」
を

「
稿
」
、

「
未
」
を

「
末
」

に
誤
る
も

の
な
ど
も
な

い
で
は
な

い
が
、
隷
書

の

異
体
字

に
対
す

る
理
解

不
足
に
由
来
す

る
過
誤
、
例
え
ば

「
涼
」
を

「
流
」
、

「
於
」
を

「
恰
」
と
す

る
な
ど
が
大
半
を
占

め

て

い
る
。
想
像
を
退
し
く
す

る
な
ら
ば
、
漢
文
を
読
解
す

る
基
礎
的
な
素
養

に
欠
け
た
担
当
者
が
漢
字
を
模
写
し
た
だ
け

で
は
な

い

か
と
思
わ
れ

る
。
な
ぜ
な
ら
あ

る
程
度
漢
文
を
読
解

し
な
が
ら
翻
刻

し
た

の
で
あ
れ
ば
、
回
避

し
得
た

で
あ
ろ
う
よ
う
な
過
誤
が

あ
ま

り
に
も
多

く
見
受
け
ら
れ
る
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な
状
態

で

『
新

里
村
誌
』

に
翻
刻

・
収
録

し
た

こ
と

は
、
本
来
有
意

義

で
あ

る
は
ず

の
翻
刻
と

い
う
作
業
が
却

っ
て
碑
文

の
価
値
を
損
な

っ
て
し
ま
う
結
果
を
招

い
た
と

い
わ
ざ

る
を
え
な

い
。

①

蓋
奥
沢
村
在
上
野
国
南
勢
多

郡
西
北
負
赤
城
山
東
南

則
控

②
　
田
園
地
勢
高
崇
土
質

６
）
〔
胎
〕
痩
早

裸
）
則

〔
乾
〕
燥
枯

宿
）
〔稿
〕
示
則
濁
病
）
〔涼
〕
氾
濫

③

大

貧
）
〔氏
〕
無
有
寧
歳
尖

天
保
年
中
有

小
野
里
英
信
者
深
以
為
患

④

自
投
家
資
広
募
窮
民
大
興
土

工
墾
池
築
躍
畜
水
百
鴫
以
便

⑤

濯
漑

弘
化
三
年

工
竣
是
為
上
躍
英
信
率
先
堀
耕
開
岸
新

奈
）
〔含
〕

⑥

播

穀
）
〔穀
〕
植
桑
村

民
尽
皆
傍
之
農
業
将
盛
而
水
利

察
）
〔未
〕
沿
也
嘉
永

④

安
政
之
間
英
信

子
英
武
益

察

毯

〔謀
強
〕
張
更
墾

一
池
既
成
是
為
中

③

躍
尚

見
不
足
也

又
将
撃
之

察
）
〔未
〕
成
而
歿
英
武
子
英
道

書
）
〔克
〕
継
父

③

祖
志
業
勤
勉
従
事
夙
夜
匪
解
遂
竣

隻
こ

〔其

工
〕
是
為
下
躍
時

明
治

①
　
五
年
壬
申
八
月
也

俗
）
〔於
〕
是
池
水
相
聯
広

賓
）
〔表
〕
数
里
流
沢
余
波
不

①

独
潤
村
民
延
及

君
）
〔労
〕
近
諸
郷

三
躍
律
）
〔之
〕
称
全
始

宰
）
〔
子
〕
此

繕
匡

〔胎
痩
〕
之
土
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⑫

変

需
）
〔為
工
骨
旗
之
地
穀
豊

実
）
〔桑
〕
茂
人
給
家

足
早

雰
）
〔済
〕
之
患
絶
尖
英
道

①

謂
我

父
祖

８
）
〔之
〕
所

配
）
〔
以
〕
興
此
業
者

盆
じ

曇
岳

為

一
家
計

穀
）
〔哉
〕
実

健
）
〔謀
〕
万
世
之

①
　
公

曇
母

〔益
〕
耳
今
也

三
躍

釜
）
〔全
〕
成

不
含
じ

〔宜
〕
私
有
之

電
）
〔乃
〕
請
尽
挙

ａ
）
〔以
〕
為
奥
沢

⑮

村
共

同
之
有
被

暴
）
〔許
〕
鳴
呼
小
野
里
氏
費
財

万
金
累
功
三
世
終

①

能

威
）
〔成
〕
斯
偉
業
而
不
（嗣
当

天

再

岳

〔敢
私
之
〕
以
与
村
民

〔村
民
〕
就
）
〔執
〕
不
感
其
徳
今

①

＋空

口

〔戊
〕
成

一
月
有
志
相

察
）
〔謀
〕
建

石
動
）
〔勒
〕
功

名
）
〔
以
〕
伝
不
朽
属
余
記
之
余

⑥
　
固

案
を

〔
不
文
〕
然

零
）
〔有
〕
誼

不
可
辞
者

乃
（冨
牽

！

〔録
〕
所
聞
且
係
之
銘

官
）
〔
日
〕

①
　
　
済
時

密
）
〔之
〕
功
　
勧
業
為

完
）
〔先
〕

維
池
維
躍
　
得
此
良

田

①
　
　
満

傘

）
〔筆
〕
満
車
　
謳
歌
豊
年
　
呼
是
誰

（官
努

母

〔賜
〕

十二
世
英

貧
）
〔賢
〕

回
、
荒

井

文
道

師

之
碑

含

山
村
昼
母

こ
の
碑

は
、

『
群
馬
県
吾
妻

郡
誌
』
音

お
よ
び

『
高
山
村
誌
』
讐
っ
の
二
点

の
資
料

に
翻
刻
さ
れ
る
。

こ
の
碑
文
は
刻
字
も
き
わ

め

て
鮮

明

で
あ
り
、

し
か
も
端

正
な
楷
書
体

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
原
碑
と

の
校
合

の
結
果
、

二
点

の
資
料

に
は
と
も
ど
も

翻
刻
上

の
問
題
が
見
出
さ
れ
る

の
で
あ

っ
た
。

同

一
の
碑
文
に
対
し
て
再
度

に
渡
る
翻
刻

の
機
会
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
か
ら
、
先

行

の

『
郡
誌
』

の
翻
刻
を
参
照

し
、
原
碑
と
校
合
す
る

こ
と
に
よ

っ
て

『
村
誌
』

は
翻
刻

に
完
壁
を
期
す
る

こ
と
も
可
能

で
あ

っ

た
は
ず

で
あ

る
。

し
か
し
結
果
的

に
は
以
下

の
ご
と
く
両
資
料

に
共
通

の
過
誤
が
見
受
け
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
仮

に
参
照
が
あ

っ

た
と

し
て
も
不
注
意
な
引
き
写
し
と

い
う
状
態

に
留
ま

っ
て
い
た
よ
う

で
あ

り
、
改
め

て
翻
刻
と

い
う
作
業

に
は
慎
重
な
対
処
が

不
可
欠

で
あ

る

こ
と
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る
ケ
ー

ス
と
も
な

っ
て
い
る
。

①

師
初
講
文
英
後
改
文
道
号
大
岳
信
濃
国
上
高
井
郡
小
出
村

人
田
中
弥
十
郎
第

二
子

②

嘉
永
六
年

四
月
甫
六
歳
就
上
野
国
吾
妻

郡
尻
高
村
泉
竜
寺
十
人
世
荒
井
悦
三
和
尚
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③
　
而
得
度
後
遂
嗣

（
室
内」
と

↑
整
塁
２

）
〔衣
〕
鉢
実
為
其
第

二
十
世
央
時

王
政
維
新

百
事
皆
革
奉
還
寺
禄

二
十

④
　
石
於
朝
廷
歳
収
頓
減
師

〔
罫
葺
師
〕
大
憂
之
乃
投
私
（
足

」
型

〔財
〕
其
所
不
足
則
募
化
補
之

↑
置

意
）
〔寛
〕
以
致
興
復
寺

⑤

門
之
有
今

日
全
因
其
功

（
『村
詰
」
と

〔也
〕
師

天
資
敦
朴
至
誠
接
人
布
教
伝
道
之
暇
授
句
読
於
村
人

⑥

傍
設

〔
吊
産
設
〕
婦
人
矯
風
会
指
導
無
不
至
其
績
亦

可
以
観
焉
明
治

三
十
四
年
五
月
九

日
遷
化

⑦

距
生
弘
化
四
年
十
月

霊

呈
邑

曇
岳

寿

五
十
有
五
本
出
追
賞
其
功
為
再
中
興
開
山

云
今
抜
丁
其

③

十
七

回
忌
辰
描
素
之
門
弟
及
檀
越
官
謀
欲
建
碑
頌
徳

以
報
其
恩
来
請

僻

滝』
こ

〔文
〕
於
余
余
嘉

③

其
挙
乃
叙
梗
葬
係
以
銘

日

①
　
　
　
挺
身
砕
励
　
大
養

心
源

　

〔
冠

』
『畳

敦
朴
修
徳
〕

篤
信
報
恩

①
　
　
　
宣
教
興
学
　
安
国

（
『郡
薄
『村
庵
」
子
を

〔
資
村
〕
　

半
百
行
実
　
長
潤
宗
門

Ⅳ
、
宮

崎
有

成

碑

（伊
勢
崎
市
境
伊
与
久
）

以
完
）
〔光
〕
祖

２
）
〔上
〕
沢
後
嗣

先
祖

の
沢
を
以

て
後
嗣
す
昏

こ
の
碑
文

は
、
癖

の
あ

る
書
体

で
あ

る
上

に
磨
滅
が
か
な
り
進

ん

で
お
り
、
殊

に

こ
こ
で
問
題
と
し
て
い
る
箇
所
は
採
拓

に
よ

つ
て
も

に
わ
か
に
は
判
読

し
が
た

い
と

こ
ろ

で
あ

る
。

『
境

町
碑
墓
銘
集
』

で
は

「
以
先
祖
之
沢
後
嗣
」
と
翻
刻

し

て

「
先
祖

の

沢
を

以

て
後
嗣
す
」
と
訓
読
す

る
。

し
か
し

こ
れ

で
は
日
本
語
と
し
て
文
意
が
疎
通
し
て
い
る
と
は
言

い
難

い
。

そ

こ
で
改
め

て

判
然

と
し
が
た

い
文
字

に
対

し
て
前
後

の
判
読

可
能

の
文
字
と
照
応
さ
せ

つ
つ
、

し
か
も
漢

文

の
語
法

に
適
う
か
た
ち

で
文
意
を

通
じ
さ
せ
る
よ
う

に
検
討
を
推

し
進
め
て
み
る
と
、

「
以
光
祖
上
沢
後
嗣
」
と
翻
刻
す

る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

こ
の
翻
刻

の
当

否
は
、
文
献
上

「
功
光
祖
宗
、
業
垂
後
嗣
」

（
『
漢
書
』
宣
帝
紀
賛
）
や

「
光
祖
考
、
伝
之
子
孫
」

釜

褒

「聖
主
得
賢
臣
頌
」
）
の
句
意
と

も
合
致
す

る

こ
と
を
も

つ
て
決
す

る
こ
と
が

で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち

こ
こ
は

「
以
光
祖
上
沢
後
嗣
」
と
翻
刻
す

べ
き
部
分

で
あ
り
、
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「
以
て
祖
上
を
光

か
し
て
後
嗣
を
沢

す
」
と
文
意

の
通
る
訓
読
を
す

る

こ
と
が
可
能
と
な

る
。

二
、
典
拠

の
問
題

漢
文

の
修
辞
上

の
特
質

は
、
古
典

の
故
事
や
字
句

に
依
拠
す

る
典
拠
を
用

い
る

こ
と

で
、

そ
れ
に
よ

っ
て
文
章
自
体

の
内
容
を

典
雅
な
も

の
に
し
、
か

つ
深

み

の
あ
る
も

の
に
す

る
と
同
時

に
、
撰
文
者
自
身

の
古
典

に
対
す

る
教
養

の
深
さ
を
披
渥
し
て
文
人

と
し

て
の
資
質
を
示
し
う

る
と

い
う
効
用
が
ぁ

る
。
殊

に
石
碑
に
刻
す

る
碑
文

の
文
体

で
あ
れ
ば
、
そ

の
典
拠

は

い

っ
そ
う
多
用

さ
れ
る

で
あ

ろ
う

こ
と
は
容
易

に
想
像
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
、
読
解

に
当
た

っ
て
は
、
古
典
が
引
用
さ
れ
た
典
拠
部
分

に
対
し
て
確
実

に
典
拠

で
あ

る
こ
と
を
指
摘

し
得
な
け

れ
ば
、
的
確
な
解
釈
に
達
す

る

こ
と
は
困
難
と
な
る
。
し
か
し
典
拠

に
は
あ
る
程
度
常
識
に
属
す

る
詩
文
か
ら

の
も

の
も
あ
る
が
、

確
認
に
甚
だ

し
い
努
力
を
要
す

る
も

の
も
あ
る
。

今

回

の
検
討

に
当
た

っ
て
、
た
ま
た
ま
書
き
下
し
文
を
付

し
た
資
料

に
関
し
て
、
典
拠
を
踏
ま
え
た
上

で
の
適

切
な
読
解
が
な

さ
れ

て
い
る
か
否
か
を
確
認
す

る
こ
と
が

で
き
、
何
点

か
の
問
題
と
な

る
事
例
が
見
出
せ
た
。

Ｉ
、

小
畠

武
尭

頌
徳

碑

（伊
勢
崎
市
華
蔵
寺
田

克
諮
克
詢
　
侯
旅
侯

籍
）
〔
彊
〕

克
く
苔

　

い
克
く
詢

る
。
侯

の
旅

（否

――
せ
ぼ
ね
。
或

い
は
よ
ろ

い
の
さ
ね
）
侯

の
彊

り
。
，

こ
こ
に
お

い
て
先
ず
気
付
か
さ
れ
る
こ
と
は
、

「
侯
」
を
諸
侯

の
意

に
誤
解

し
て
し
ま

っ
た

こ
と
か
ら

「
旅
」

に
対
す

る
解
釈

に

つ
い
て
は
、
方
向
違

い
の
か
な

り
の
苦
心
が
払
わ
れ
た

こ
と

で
あ

る
。
ま
た
原
碑

の

「
彊
」
を

「
彊
」
に
誤

っ
て
翻
刻

し
た

こ

と
も
重
な

っ
て
、
か
な

り
外
れ
た
読
解

に
陥

っ
て
い
る
。

こ
の
碑

は
小
畠
武
尭
が
濯
漑
事
業
を
し
た

こ
と

へ
の
賞
賛
を
記
し
た
も

―-100-



群馬の漠文碑読解上の諸問題

の
で
あ

り
、
ま
さ
に
豊
年
を
祈

る
内
容
を
表
現
し
て
い
る

「
侯
亜
侯
旅
、
侯
彊
侯
以
」
島

毛
詩
』
周
頌
・
載
交
）
を
典
拠
と
し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「克
く
諮

り
克
く
詢
ふ
、
侯
れ
旅

（多
く
の
子
弟
）
侯
れ
彊

（余
力
の
あ
る
者
と

と
読
解
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

「
旅
」

に

つ
い
て
は
毛
伝

に

「
子
弟
也
」
、

「
彊
」

に

つ
い
て
は
毛
伝

に

「
彊
力
也
」
、
鄭
箋

に

「
有
余
力
者
」
と
あ

り
、

以
後

の
注
釈

に
お

い
て
も
特

に
異
説
は
な

い
。

工
、
宮

崎
有

成

碑

伊

勢
堕
巾
境
伊
与
各

謂
之
学
者

可
与
夫
学
問
之
道
無
他
央

之
れ
を
学
者
と
謂
う
、
夫

の
学
問

の
道
と
与
に
す

べ
き
他

に
無
き
な

り
、
昏

こ
の
部
分
、
書
き
下
し
文

の
意
味
を
理
解

し
よ
う
に
も
、

日
本
語
と
し
て
意
味

の
疎
通
を
得

る

こ
Ｌ
が
難

し

い
。

こ
こ
は
言
う

ま

で
も
な
く

「
学
問
之
道
無
他
。
求
其
放
心
而
己
尖
」

島

子皿
子
』
告
子
上
）
を
典
拠
と
し
た
文

で
あ
る
。
し
か
も

「
与
」
を
動
詞
と
解

し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
用
法

は
反
語
を
表
す
語
気
助
詞

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
こ
の
部
分

の
訓
読

は

「
之
れ
を
学
者
と
謂

ひ
て

可
な

る
か
。
夫
れ
学
問

の
道

は
他
無

し
」
と
な
り
、
き
わ
め

て
平
易
な
文

で
あ

る
と

い
え
よ
う
。

Ⅲ
、
南
含

田
島
翁
養
蚕
興
業
碑

（伊
勢
崎
市
境
島
村
）

既
而
明
治
中
興
懐
遠
政
行
愁
遷
有
無

既
に
し
て
明
治
中
興
、
懐
遠
政
行
、
愁
遷

（ぼ
う
せ
ん
）
有

る
無

し
。
と
９

こ
こ
は

「
招
轄

以
礼
、
懐
遠

以
徳
」

（
『
奉
秋
左
氏
伝
』
信
公
七
年
）
お
よ
び

「
審
遷
有
無
化
居
」

（
『
尚
圭
邑

皐
陶
一害

を
典
拠
と
し

て

い
る
。

た
だ

し

こ
の

『
尚
書
』

の
部
分

に
関
し
て
は
解
釈

に
別
れ
が
あ

る
が
、
わ
が
国
に
お
け

る

『
尚
書
』
解
釈

の
流
れ
は
、
朱

子

の
意
を
受
け

て
ま
と
め
た
茶
沈

『
書
経
集
伝
』

の
説
が

一
般
的

で
あ

っ
た

こ
と
か
ら
、

「
化
易
也
。
居
謂
所
宜
居
積
者
。
勉
勧

天
下
、
徒
有
之
無
」
な

る
注
釈

に
従

い
、
　

漂
心
め

て
有
無
を
遷
し
、
居
を
化
す
」
と
解
す

る
こ
と
が

で
き
る
。

し
た
が

っ
て
こ
の

碑
文

の

「
審
遷
有
無
」

に
対
し
て
は
こ
の
解
釈
を
用

い
て
訓
読
す

る

こ
と
が
適
当

で
あ

ろ
う
。

こ
れ
は
、
段
玉
裁

『
古
文
尚
書
撰
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異
』

に
お

い
て
も

『
漢
書
』
食
貨
志
が

「
秘
遷
有
無
」
と
引
用
し
、

そ

の
顔
師
古
注

「
秘
与
茂
同
」
を
記
し
、
さ
ら

に

『
周
礼
』

合
方

氏

の
注

に

「
茂
遷
共
有
無
」
と
あ

る
の
を
引
用
す

る

こ
と
に
よ

っ
て
支
持
さ
れ
る
解
釈

で
あ

る
。

し
か
し

「
愁
遷
」
を

「
貿

遷
」
と
す

る
異
本

の
あ

る

こ
と

に
も
注
意
深
く
言
及
す

る
。

こ
の

「
貿
遷
」

の
テ
キ

ス
ト
は
清
代

の
考
拠
学
者
等

に
よ

っ
て
支
持

さ
れ
、
江
声

『
尚
書
集
注
音
疏
』

は
、
　

Ｓ
屋

字

を
採
用
し
、

「
愁
」

「
林
」

は
本
字

で
は
な

い
と
し
、
　

Ｆ
貝
遷
」
を
貿
易
遷
徒

の
義
と

し
、
孫
星
術

『
尚
書
今
古
文
注
疏
』
も
同
じ
く

「
貿
遷
」
を
貿
易
遷
徒

の
義
と
し
た
う
え

で
、

『
漢
書
』
食
貨
志

の
注

に

「
林
、
勉
也
」
と
あ

る

の
は
非

で
あ
る
と
断
じ

て

『
書
経
集
伝
』

の
説
を
排
除

し
、
　

原
ど
　

「
茂
」

「
秘
」

は

「
貿
」

の
通
仮
字

に
し
か
す
ぎ
な

い
と
し
た
。
さ
ら
に

「
遷
」
は

『
孟
子
』
離
婁

下
の

「
遷
於
負
夏
」
が

『
史
記
』

五
帝
本
紀

で
は

「
就
時
於
負
夏
」

と
記
さ
れ
、

こ
の

「
就
時
」

は

『
史
記
』
索
隠

で
は

「
乗
時
射
利
」

の
意

に
解

し
て
い
る
。

こ
の
後
者

の
解
釈

に
拠
れ
ば
、

「
有

無
を
密
遷
す
」
と
読

む
べ
き

で
あ
ろ
う
が
、
上
述

の
ご
と
く
、
こ
の
碑
文
に
対
す

る
解
釈
に
は
採
用
す
る
に
及
ば
な

い
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
既

に
し
て
明
治
中
興
し
、
遠
き
を
懐

ん
ず

る
政
行

は
れ
、
審

め

て
有
無
を
遷
す
」
と
訓
読
す

べ
き

で
あ
ろ

テ均ノ
。

Ⅳ
、
島

郁

沿
革

碑

（伊
勢
堕
巾
境
島
村
）

不
於
今

記
之
則
後
世
不
知
所
以
徴
往
戒
来

…
…
宜
哉
故
老
之
徴
往
戒
来
也

今

に
之
を
記
さ
ず
ん
ば
、
則
ち
後
世
徴
往
戒

し
来
た
る
所
以
を
知
ら
ず

…
…
宜

べ
な

る
か
な
、
故
老

の
往
を

し

て
戒

し
め
来
た

る
な

り
、

注
１０

こ

こ
に
お
け

る
問

題

は
、

「
往
」
と

「
来

」
と
が
時

間
的

に
対
立
す

る

「
過
去
」
と

「
未

来
」
と

を
表
す

名

詞

で
あ

る

こ
と

と
、

「
徴

」

が

「
懲

」

の
通

仮
字

で
あ

る

こ
と

が

正

し
く
解

釈

で
き
な

か

っ
た

こ
と

に
由

来

す

る
。

そ
れ
が

把
握

で
き

れ
ば

、

す

な

わ

ち

「
非

往

而
戒

来

」
島

管
子
』
山
権
数
）
、

「
汝

湖

不
懲

往

而
念

来
」
宙

居
易

「自
誨
こ

、

「
蓋

欲

陛

下
懲

其

既
往

、
戒
其

未
然

」
島

続

資
治
通
鑑
』
宋

・
紹
興
一
千

七
年
）
な

ど

が
典

拠

と
な

っ
て

い
る

こ
と
を
突

き

止

め

る

こ
と

が

で
き
、

こ

こ
は

「
今

に
於

い
て
之
を

記

せ
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ざ

れ
ば
、
則
ち
後
世
、
往

に
徴
り

て
来
を
戒

し
む
る
所
以
を
知
ら
ず

…
…
宜

べ
な

る
か
な
、
故
老

の
往

に
徴
り
て
来
を
戒

し
め
ん

と
す

る

こ
と
」
と
文
意
を
通
じ
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。

Ｖ
、

平

田
氏
先

祖

祠
堂

碑

（伊
勢
崎
市
大
正
寺
Ｕ

抑
恭
敬
忠
順
汎
愛
親
仁
言
謹
岸
出
貨
戒
岸

入
富
当
念
謙
貧
当
愈
正
成
立
其
難
讐
如
升
天
覆
墜
其
易
讐
如
燎
毛

抑

、も
恭
敬
忠
順
、
汎

愛

に
し
て
仁
言
に
親

し
み
、
岸

〉ぱ

の
貨
を
謹

し
み
、
岸

に
だ

の
富
を
戒
め
、
当

に
愈

ょ
貧

に
謙

だ
る
べ

く
、
当

に
念

正
を
成
す

べ
し
ｃ
其

の
立
ち
難
き
は
讐

え
ば
天

覆
を
升

る
が
如
く
、
其

の
墜
ち
易
き
は
讐

へ
ば
毛
を
燎
す
が
如
く
、
と
‐‐

こ
の
書
き
下
し
文
は
、
着
実

に
語
義
を
押
さ
え

つ
つ
文
意
を
理
解

し
よ
う
と
努
め
て
も
文
意
が
破
綻

し
て
い
る

こ
Ｌ

に
気
づ
か

さ
れ

る
。

そ

の
理
由
は
、
原
文

に
引
用
さ
れ

て
い
る
典
拠
が
適
切

に
踏

ま
え
ら
れ

て
い
な

い
た
め
に
、
句
読
が
乱
れ

て
い
る
か
ら

で
あ
る
。
す
な
わ
ち
原
文

の
こ
の
箇
所
は
子
孫

に
残
す
教
訓
を
記
し
た
部
分

で
あ
る
か
ら
、
多
く

の
文
献
が
典
拠
と
さ
れ

て
い
る
。

先
ず

「
恭
敬
忠
順
」
に

つ
い
て
は

「恭
敬
者
、
幣
之
未
将
者
也
。
恭
敬
而
無
実
、
君
子
不
可
虚
拘
」
島

子皿
子
』
尽
心
上
）
お
よ
び

「
故

以
孝
事

君
則
忠
、
以
敬
事
長
則
順
。
忠
順
不
失
、

以
事
其
上
。
然
後
能
保
其
蔽
位
而
守
其
祭

祀
。
蓋
士
之
孝
也
」

（
『
孝
経
』
士
章
）

が
考
え
ら
れ
、

「
汎
愛
親
仁
」
に

つ
い
て
は

「弟

子
入
則
孝
、
出
則
悌
、
謹
而
信
、
汎
愛
衆
而
親
仁
、
行
有
余
力
、
則
以
学
文
」
島

論

玉樫

学
口

、

「
言
謹
倖
出
貨
戒
岸

入
」

に

つ
い
て
は

「
貨
峠
雨
入
者
亦
岸
而
出
」

亀

大
学
』
）
、

「
成
立
其
難
讐
如
升

天
覆
墜
其
易

督
如
燎
毛
」
に

つ
い
て
は

「成
立
之
難
如
升

天
、
覆
墜
之
易
如
燎
毛
」
（
『
新
唐
室
邑

柳
公
緯
伝

・
『
小
学
』
嘉
言

が
典
拠
と

し
て
確

認

さ
れ
よ
う
。

そ

こ
で
こ
の
碑
文

は
、

「
抑

　
恭
敬
忠
順

に
し
て
、
汎
く
愛

し
て
仁

に
親

し
む
。

言
は
岸

り
出
づ

る
を
謹

み
、
貨

は

峠

り
入
る
を
戒
む
。
富
ま
ば
当

に
愈

ょ
誘
く
だ
る
べ
く
、
貧
な
れ
ば
当

に
愈

ょ
正
す

べ
し
。
成
立

は
其

の
難
き

こ
と
讐

へ
ば

天
に
升

る
が
如
く
、
覆

墜
は
其

の
易
き

こ
と
讐

へ
ば
毛
を
燎
く
が
如
し
」
と
、
典
拠
に
基
づ
き
文
意
を
正
し
く
疎
通
さ
せ
る

こ
と
が

で
き

る

の
で
あ

る
。

一-103-一



日本漢文学研究

四
、
読
解
上

の
問
題

こ
の
問
題
は
、

い
わ
ゅ
る
誤
読
と
称
す

る
部
類

に
属
し
、
読
解
す

る
側

の
知
識
や
漢
文
語
法

に
対
す

る
理
解
な
ど

の
欠
如

に
由

来

し
、

そ

の
具
体
的
な
内
容

は
き
わ
め
て
多
岐

に
わ
た
る
。

そ
し
て
こ
こ
で
取
り
上
げ

る
こ
と

に
な

る
ほ
と
ん
ど

の
事
例

に
お

い

て
、

そ

の
書
き
下
し
文
が

い
わ
ゆ
る
文
語
文
と
し
て
日
本
語

の
体
を
な
さ
ず
、

し
た
が

っ
て
文
意
を
疎
通
さ
せ
る

こ
と
が

で
き
な

い
の
で
あ

る
。
碑
文

の
的
確
な
読
解

は
、
そ

の
史
料
と
し
て
の
価
値
を
正
し
く
伝
え
、
そ
し
て
文
献
資
料
と

し
て
残

し
て
い
く
上

で
も
、
強
調
し
す
ぎ

る

こ
と
が
な

い
ほ
ど
重
要

で
あ
る
。
誤
読

の
事
例
を
分
析
す

る
こ
と
を
通
し
て
漢
文
読
解

に
お
け
る
留
意
点

の
確
認
と
す

る
。

曇

）
基

本

語
彙

や
慣

用
表

現

へ
の
理
解

不
足

Ｉ
、
南

・
田
島
翁

養

蚕
興
業

碑

伊

勢
堕
巾
境
島
せ

閣
境
向
学
与
有
力
焉

閣
境

の
向
学
と
も
に
力
有

る
な
り
、
と
‐２

こ
れ

は
、

「孫

子
与
有
力
焉
」
島

史
記
』
孫
子
伝
）
に
典
拠
が
あ
る
と

い
う
よ
り
も
、
す

で
に

「
爽
輔
之
勲
、
与
有
力
焉
」
島

王呈
邑

王
敦
伝
）
や

「
其
後
茂
良
之
貶
、
良
臣
与
有
力
焉
」
（
『
宋
史
』
襲
茂
良
伝
）
な
ど

の
よ
う

に

一
般
的
な
表
現
と
も
な

っ
て
い
る
も

の
で
あ
あ
す′か

り
、
慣
用
的
な
表
現
を
適
切

に
了
解

で
き
な
け
れ
ば
、
文
意
が
滞

っ
て
し
ま
う

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

こ
こ
は

「
闇
境

の
向
学

に
与

っ
て
力
有

り
」
と
訓
読

し
て
文
意
が
疎
通
す

る
の
で
あ

る
。

工
、

上

毛

文
徳

碑

箭

垣
巾
大
手
Ｕ

①
平
生
所
称
道
…
…

平
生
称
す

る
所
は
道

に
し
て
、
…
…
注
・３
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こ
の
書
き
下
し
文
を
、
も

し
文
脈
か
ら
外

し
て
検
討

し
た
場
合
、

「
平
生
所
称
」
が
主
語

で
、

「
道
」
が
名
詞
述
語

で
あ

る
判

断
文
と
な

っ
て
語
法
上

の
破
綻

は
な

い
。

し
か
し
文
脈
に
戻
し
て
分
析

し
た
場
合
、

「
道
」

は
言
及

の
対
象
と

は
な

っ
て
い
な

い

の
で
あ
り
、
実

は

「
称
道
」
は

「聞
之
於
宮
殿
中
老
郎
吏
好
事
者
称
道
之
也
」
島

史
記
』
梁
孝
王
世
家
）
や

「
孤
宗

元
不
敢
称
道
先
徳
」

（柳
宗
元

「先
侍
御
史
府
君
神
道
表
」
）
な
ど
に
見
ら
れ
る
同
義
熟
語

の
基
本
語
彙

で
あ
り
、

こ
れ
を
逸

し
た

こ
と

に
よ
る
誤
読

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
平
生

の
称
道
す
る
所
は
…
…
」
と
書
き
下
す

の
が
適
切
な

の
で
あ

る
。

②
遺
愛
千
秋
　
山
高
水
清

遺
愛
千
秋
、
山
高
く
水
清

し
。
と
‐４

「
山
高
水
清
」

は
、
劉
高
錫

の

「
山
高
水
長
」

（
『
劉
賓
客
文
集
』
巻

一

「望
賦
」
）
に
基
づ
く
。

こ
の
句

は
後

に
比
喩
義
と

し
て
徳

操
な
ど
が
出

の
よ
う

に
高
く
、
流
れ
る
川

の
ご
と
く
絶
え
な

い
と

い
う
意
が
派
生

し
、
そ

の
語
法
構
造

は
、
名
詞

「
山
」

「
水
」

が
連

用
化

し
た
修
飾
構
造

で
あ

る
。

こ
の
碑
文

の
銘

で
は
、
遺
愛
が
千
秋

に
ま

で
及
ぶ
、
ま
さ

に
そ

の
徳
義

の
高
さ
を
称
揚
す

る

意
味

で

「
山
高
水
清
」
が
用

い
ら
れ

て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、

「
山
高
く
水
清
し
」

の
訓
読

で
は
不
都
合

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て

こ
こ
は

「
遺
愛

は
千
秋

に
し
て
、
山

の
ご
と
く
高
く
水

の
ご
と
く
清

し
」
と
訓
読
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
た
だ

し
、
別

の
稗
文

「
中

島
翁
墓
誌
銘
」

飛

上
町
栗
沢
小
向
平
）
の

「
利
根
之
地
、
山
高
水
清
」
に
お

い
て
は
、

「
山
高
く
水
清

し
」
と
主
述
構
造

で
の
解
釈
が

正
解
と
な

っ
て
い
よ
う
。

田
、
佐

々
木
長
淳

碑

爺

団

①
徳
川
幕
府
命
春
岳
公
出
兵
守

品
川
御
殿
山
以
備
不
虞
先
生
従
役
任
偵
察

徳
川
幕
府
、
春
岳

公
に
命

じ
、
兵
を
出
だ
し
て
品
川
御
殿
出
を
守

り
以
て
備

へ
し
む
。
虞

ら
ず
先
生
役

（使
役
）
に
従

ひ

て
偵
祭

に
任
ず
。
注
１５

こ
こ
で
も
や

は
り
、

「虞

ら
ず
先
生
役

（使
役
）
に
従

ひ
て
偵
祭

に
任
ず
」
と

い
う
書
き
下
し
文

の
文
意
が
疎
通
し
な

い
の
で
あ
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る
。
し
か
も
漢
文
に
お

い
て
は
、

「
且
孟
多
舎
甲
於
子
之
門
以
備
不
虞
」
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
定
公
十
尋

や

「
宜
分
諸
軍
以
備
不
虞
」
島
三

国
士饉

楊
阜
伝
）
な
ど
を
始
め
と
し
て
ほ
ぼ
慣
用
と
な

っ
て
い
る
表
現

「
以
備

不
虞
」
に
対
す

る
理
解

の
不
足
に
よ

っ
て
誤
読

に
導
か

れ
た
も

の
と

い
わ
ざ

る
を
得
な

い
。

し
か
し
問
題

の
背
景

に
は
、
自
ら
が
書
き
下
し
た
文
が

日
本
語
と
し
て
意
味
が
十
分

に
疎
通

し
て
い
る
か
否
か

の
検
証

の
手
続
き
が
十
分

に
な
さ
れ

て
い
な

い
よ
う

で
あ
り
、
も
し
十
分

で
は
な

か

っ
た
場
合

に
は
、
ど

こ
か

に
解
釈
上

の
問
題
が
潜

ん

で
い
る
こ
と
に
思

い
を
馳
せ

て
再
吟
味
す
れ
ば

「
不
虞
」
と

い
う
国
語
語
彙
と
も
な

っ
て
い
る
表
現
を

含

む
文
脈
を

正
し
く
解
釈
す

る

こ
と
が
可
能

で
あ

っ
た

で
あ
ろ
う
。

こ
こ
は

「
徳
川
幕
府
春
岳
公
に
命

じ
て
兵
を
出
だ

し
、
品
川

御
殿
出
を
守

り
て
以
て
不
虞

に
備

へ
し
む
。
先
生
役
に
従
ひ
て
偵
祭

に
任
ず
」
と
素
直

に
訓
読

で
き
る
部
分

で
あ

る
。

②

乃
為
其
普
及
起

見
糾
合

同
志

其

の
普
及

の
為
め
起
ち
、
見

に
同
志
を
糾
合

（ま
と
む
）
し
、
と
‐６

こ
れ
は
古
漢
語

で
は
な
く
、
現
代
語

で
も
使
用
さ
れ

る
近
世

の
慣
用
表
現

で
あ

る

「
為
～
起

見

（～

の
見
地
か
ら
と

に
対
す

る

理
解

不
足
に
起

因
し
た
誤
読

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
、

こ
こ
は

「
乃
ち
其

の
普
及

の
為

に
起

見
し
、
同
志
を
糾
合
す
」
と
訓
読
す

る

こ
と
に
な

る
。

Ⅳ
、
三
岳
武
井
先
生
寿
碑

（藤
里
巾
大
戸
Ｕ

諸
君
既
無
異
辞
汝

一
人
胡
為
者
敢
妄
担
勤

王
義
士
之
挙

口出
賊
奴
言
未
畢

刀
光
逆
坐
隅
先
生
在
側
直
擢
其
頸
狗
投
之
戸
外
腰
脱

不
能
立
蒲
伏
号
泣

諸
君
既
に
異
辞
無

し
　
汝

一
人
胡

（蛮
人
）
た

る
は
敢

て
妄

り
に
勤

王
義
士

の
挙
を
担

む
　
咄
賊
奴
言
未
だ
畢

ら
ず

刀
光
坐
隅

（片
隅
）
に
逆

し
る
　
先
生
側

に
在
り
　
直
ち

に
其

の
頚
狗

（犬

の
首
、
首
す
じ
）
を
援

し
て
（
つ
か
ん

で
）

之
を
戸
外
に
投
ず
　
腰
を
脱

し
て
立

つ
能
わ
ず
　
蒲

に
伏
し
て
号
泣
す
注
１７

こ
の
文

は
、
幕
末
、
水
戸

の
天
狗
党

の
浪
士
が
軍
資
金

の
調
達

の
た
め
に
群
馬

の
藤
岡
に
来
た
際
、
そ

の
協
議

の
最
中

に
異
議
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を
唱
え
た
人
物

へ
の
対
応
を
記
述

し
た
部
分

で
あ

る
。
し
か
し
書
き
下
し
文
と
し
て
文
意
が
十
分
に
通
じ
て
い
る
と
は
言

い
難

い
。

そ
れ
は
、
漢
文

に
お
け
る
基
本
的
な
語
彙

で
あ
る

「
胡
為

↑
何
色

」
、

「
蒲
伏

↑
旬
旬
・
蒲
服
・
扶
む

」
な
ど
を
完
全

に
誤
読

し

て
い

る

の
み
な
ら
ず
、
基
本
的
な
語
法
構
造

へ
の
無

理
解
も
目
立

つ
。
先
ず
、

「
胡
為
」

は

「
な
ん
す
れ
ぞ
」
と
読

む

べ
き
疑
問

の
こ

と
ば

で
あ

る
が
、

こ
の
点
を

ひ
と
ま
ず
置

い
て
、

「
胡
」
を
名
詞

「
え
び
す
」
と
し
た
と
し
て
も
、

「
胡
為
」

の
構
文
を

「
胡
た

る
」
と
動
賓
構
造
と
し
て
訓
読
す

る
こ
と
は
無

理

で
あ

り
、
同
じ
く

「
蒲
伏
」

は
双
声

の
連
綿

語

で
二
音
節

一
形
態
素
語

で
あ

る

か
ら
語
法
構
造

は
な

い
の
で
あ

る
が
、
仮

り
に

「
蒲
」
を
名
詞

の

「
が
ま
」
と
し
た
と

し
て
も
や
は
り

「
蒲

に
伏

し
」
と
動
賓
構

造

で
解
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。

こ
う
し
た
語
法

の
無

理
解

は
、

「
腰
脱
」
を

「
腰
を
脱
し
」
と
訓
読
す

る
と

こ
ろ
に
も
現
れ

て

い
る

の
で
あ

る
。
杜
撰
な
訓
読

が
な
さ
れ
て
い
る
と

い
わ
ざ

る
を
得
な

い
。

こ
こ
は

「
諸
君
既
に
異
辞
無
き

に
、
汝

一
人
胡
為

る

者
ぞ
、
敢

へ
て
妄

り
に
勤
王

の
義
士

の
挙
を
過
む
か
。
咄

、
賊
奴
な
り
。
言
未
だ
畢

ら
ざ

る
に
、
刀
光
坐
隅
に
迷

し
る
。
先
生
側

に
在

り
、
直
ち

に
其

の
頸
を
擢

み
之
を
戸
外

に
狗
投
す
れ
ば
、
腰
脱

し

て
立

つ
能

は
ず
、
蒲
伏

し
て
号
泣
す
」
と
書
き
下
す

べ
き

と

こ
ろ

で
あ

る
。

含

じ
固
有

名

詞

の
誤
読

Ｉ
、

力

田
遺

愛

碑

（一副
橋
市
総
社
町
光
厳
寺
）

決
渠
濯
漬
利
川
洋
洋

渠

を
決

し
て
漬

に
擢

ぐ
。
川
を
利
す

る
こ
と
洋
洋
た
り
。
注
‐８

こ
れ

は
、
碑
文
中

に
江
戸
時
代
初
期

に
総
社

の
領
主
が
行

っ
た
濯
漑
事
業
と
し
て

「
決
渠
開
通
溝
漬
瞳
利
根
川
引
流
」
と
記
す

る
が
ご

と
く
、
利
根
川
か
ら
水
流
を
引
き
込
み
、
約
百
五
十
年
後
に
そ

の
恩
恵

に
浴
し
た
農

民
が
昔

の
領
主

の
遺
徳
を
偲
ん

で
建

て
た
碑

で
あ
り
、

「
百
姓
等
建
」
と
刻
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
趣
旨

で
建
立
さ
れ
た

こ
と
は
封
建
時
代

に
あ

っ
て
は
非
常

に
珍

し

い
こ
と

で
あ
り
、
沢

田
東
江
が
撰
文
と
書
を
担

っ
て
い
る
。

こ
こ
で
問
題
と
な

る

の
が
、
銘

の

「
利
川
」

で
ぁ

る
。

こ
れ
を

こ
こ
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で
は
動
賓
構
造

で
解

し
て
い
る
が
、
そ

の
後

に

「
洋
洋
」
と
川

の
流
れ

の
さ
ま
を
表
現
す
る
畳
語
が
続
く

こ
と
か
ら
も

こ
れ
は
無

理
な
解
釈

で
あ
り
、
た
と
え
ば
鳥
居
嶺
を

「鳥
嶺
」

（新
井
慎
斎
△羽
遺
徳
碑
）
、
ま
た
榛
名
出
を

「
榛
山
」

（岡
上
景
能
紀
功
碑
）
と
表
記
す

る

の
と
同
様

に
利
根
川

の
漢

語
的
な
表
記
と
解
す

べ
き

で
あ

る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
渠

を
決

し
て
漬

に
濯

ぎ
、
利
川
洋
洋
た

り
」
と
訓
読
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

Ｅ

、

稲

部

種

昌

先

生

碑

（
一口田
里

巾

七

里

Ｄ

与
馬
場
為
八
郎
吉
雄
忠
次
郎
等
共
被
遣
渡
子
各
藩

馬
場
為
人
郎

・
吉
雄

・
忠
次
郎
等
と
共
に
各
藩

に
遣
渡
せ
ら
る
。
注
１９

こ
の
碑

は
シ
ー
ボ

ル
ト
事
件

に
関
係

し
て
、
群
馬

の
七

日
市
藩

に
永
牢

の
身

で
預
か
り
と
な

っ
た
オ
ラ

ン
グ

通
詞

の
稲
部
種
昌

を
昭
和

に
な

っ
て
顕
彰

し
た
碑

で
あ
る
が
、

こ
の
訓
読

で
は
通
詞
目
付

で
あ

っ
た
吉
雄
忠
次
郎

の
姓

「
吉
雄
」
を
名
と
誤

っ
て
、

馬
場
為

八
郎

・
吉
雄

・
忠
次
郎

の
二
人
と
誤
読

し
て
し

い
る
。

こ
れ
は
ち

ょ

っ
と
し
た
史
実
を
調

べ
れ
ば
防
げ

る
極

め

て
初
歩
的

な
錯
誤

で
あ

る
。

各
じ
語
法

の
無

理
解

Ｉ
、
古

戸

日
光
新

道

碑

父

間
々
町
桐
垣

委
員
等
将
建
碑
不
朽
其
事

以
余
往
者
再
知
州
事
請
余
文
記
之

委
員
等
将

に
碑
を
建

て
ん
と
す
。
不
朽
な
る
其

の
事
余
を
以
て
往
者

再
び
州
を
知
る
事
を
余

に
之
を
文
に
記
す
を
請
ふ
。
注
２０

こ
の
書

き
下
し
文
も
、
文
章
と

し
て
意
味

の
疎
通
を
図
れ
な

い
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
先
ず
、

「
不
朽
」
を

「
其
事
」

の
修
飾

語
と
解

し
て
い
る
が
、
代
詞

「
其
」
は
基
本
的

に
は
そ

の
前

に
修
飾
語
を
取

る
こ
と
は
無
く
、

こ
こ
は

「
其
事
」
を
目
的
語
と
す

る
動
賓
構
造

で
、

「
不
朽
」

は
熟

し
た
述

語
と
解

し
て
不
都
合

は
な

い
で
あ
ろ
う
。
次

い
で

「
請
余
文
記
之
」
を

「
余

に
之
を
文

に
記
す
を
請
ふ
」
と
訓
読

し

て
い
る
が
、
漢
文

の
語
法
構
造
を
ほ
と
ん
ど
無
視

し
た
訓
読
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、

こ
こ
は
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「
委
員
等
将

に
碑
を
建

て
て
其

の
事
を
不
朽

に
せ
ん
と
し
、
余
往
者
再
び
州
事
を
知

ど
る
を
以

て
、
余

に
文
を
請

ひ
て
之
を
記
せ

し
む
」
と
訓
読
す

べ
き
と

こ
ろ

で
あ

る
。

口
、

井

上

後

凋
先

生

頌
徳

碑

父

間
々
町
桐
垣

①

一
以
頌
先
生
碩
徳

一
以
伝
其
勲
績

千
不
朽
徴
予
文
予

一
は
以
て
先
生

の
碩
徳
を
頌

へ
一
は
以
て
其

の
勲
績
を
伝

へ
子
に
不
朽

の
徴

を
予

へ
文
を
予
ふ
。
注
２‐

こ
の
書

き
下
し
文
も
漢
文

の
語
法
構
造
を
無
視

し
た

こ
と
に
よ
る
誤
読
と
な

っ
て
い
る
。
仮

り
に

「
予
」
を
、

こ
こ
で
誤
読
さ

れ
た
ご
と
く
動
詞
と
し
た
場
合

で
も
、
特
別

の
条
件
が
な

い
限
り
目
的

語
を
前
出
さ
せ
る
こ
と
は
な

い
の
で
あ

る
か
ら
、

「
不
朽

徴

予
」

「
文
予
」

の
い
ず
れ

に
対
し
て
も

「
不
朽

の
徴

を
予

へ
文
を
予
ふ
」
と

い
う
読

み
は
考
え
ら
れ
な

い
。
要
す

る
に
こ
れ
は

句
読

の
誤
り
も
あ
り
、
第

一
人
称

の
代
詞
を
動
詞
と
誤
解

し
て
、
無

理
に
文
意
を
通
そ
う
と

し
た
結
果

で
あ

る
。
す
な
わ
ち

こ
こ

は

「
一
は
以

て
先
生

の
碩
徳
を
頌

へ
、　
一
は
以

て
其

の
勲
績
を
不
朽

に
伝

へ
ん
と
し
、

予
に
文
を
徴

む
。

予
…
…
」
と
訓
読
す

べ

き
箇
所

で
あ

る
。

②

不
為
名

感
）
〔
惑
〕
　

不
為
利
撓

感

じ
て
名
を
為
さ
ず
　
携

め
て
利
を
為
さ
ず
と
２２

こ
こ
は
翻
刻

の
過
誤
が
あ

る
上

に
、
や
は
り
漢
文

の
語
法
構
造
を
無
視

し
た
誤
読
が
な
さ
れ

て
い
る
。
文
字

に
誤
り

の
な

い
後

者
を
取
り
上
げ

て
検
討
す

る
に
、
も
し

「
撓
め
て
利
を
為
さ
ず
」
と
訓
読
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
不
撓
而
為
利
」
か

「
不
携
為
利
」

と
書
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

し
か
し
原
文
は

「
不
為
利
撓
」

で
あ
り
、

こ
れ
は
述
語

「
撓
」

の
原
因
を
前
置
詞
構
造

「
為
利
」

で
説
明
し
た
も

の
で
あ
り
、
前
者
も
同
じ
語
法
構
造
を
取

っ
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
名

の
為

に
惑

は
ず
、
利

の
為

に
撓

ま
ず
」
と
訓
読
す

る
こ
と

で
落
ち
着
く

の
で
あ
る
。

田
、
島

邸

沿
革

碑

伊

勢
堕
巾
境
島
村
）
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居
民
疲

還

徒
）
〔
徒
〕
宜
貧
困
而
益
富
饒
者
蓋
水
後
地

居
民

の
疲
ま
た
徒
ら

に
宜

し
く
貧
困
を
し
て
益

し
富
饒

の
者
た
ら
し
む

べ
し
注
２３

こ
の
碑
文

の
文
脈
は
、
利
根
川
が
何
度
も
氾
濫

し
て
そ

の
流
域
を
大
き
く
変
え
る
ご
と
に
島
村

の
住
民
は
居
住
地
を
移
動

せ
ざ

る
を
得
な

か

っ
た
が
、
洪
水

の
引

い
た
跡
地
は
桑

の
栽
培
に
適

し
て
養

蚕

で
大

い
に
繁
栄
し
た

こ
と
を
記
し
た
部
分

で
あ
る
。

こ

こ
で
は
翻
刻

の
過
誤
が
あ

る
が
、

そ
れ
と
は
別
に

「
宜
貧
困
而
益
富
饒
者
」

の
助
動
詞

「
宜
」

に
使
役

の
用
法
も
想
定

し
た

の
で

あ
ろ
う
か
、

「
貧
困
を
し
て
益

し
富
饒

の
者
た
ら

し
む

べ
し
」
と
非
常

に
無

理
な
訓
読
を
施

し
、
使
役

の
送
り
仮
名
と
助
動
詞
と

し
て
の
再
読

の
処
理
と
を

し
て
い
る
。

こ
れ
は

「
而
」
が
単
純
な
逆
接

の
接
続
詞

で
あ

る
こ
と
が
理
解

で
き
れ
ば
無

理
な
く
読
解

で
き
る
部
分

で
あ

る
。
す
な
わ
ち

「
居
民
は
還
徒

に
疲
れ
、
宜
し
く
貧
困
た
る
べ
き
も
、
而
れ
ど
益

　

↓昌
饒
な

る
は
…
…
」
と
す

る

こ
と

で
文
意
が
員
通
す

る
の
で
あ
る
。

Ⅳ
、

堀

口
藍

園
翁

碑

（渋
型
Ｄ

余
嘗
訪
翁
信
宿
其
家

余
嘗

て
翁
を
信
宿

含
一泊
）
し
て
其

の
家

に
訪
う
。
と
２４

こ
の
書

き
下
し
文
に
よ
る
限
り
、　
一
応
文
意

は
通
じ

て
問
題
が
な

い
か

の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
実

は
原
文

の
語
法
構
造

を
無
視

し
た
訓
読
が
な
さ
れ

て
い
る
の
で
あ

る
。
す
な
わ
ち

こ
の
原
文
は
、

「
訪
翁
」

「
信
宿
其
家
」
が
そ
れ
ぞ
れ
動
賓
構
造
を

構
成

し

て
い
る

の
で
あ

っ
て
、
こ
の
二

つ
の
動
賓
構
造
を
交
差
さ
せ
て
訓
読
す

る
こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
余

嘗

て
翁
を
訪

ひ
、
其

の
家

に
信
宿
す
」
と
す

べ
き
と

こ
ろ
で
あ
る
。

Ｖ
、

三
岳

武

井
先
生

寿

碑

（藤
里
巾
杢
戸
Ｕ

終
成
数
丈
之
積
累
浄
尽
出
河

万
物
為

一
色
銀
界
央

終

に
数
丈

の
積
累
を
成

し
山
河

万
物
尽

こと
く
浄

く

一
色
銀
界
を
為
す
注
２５
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こ
の
書

き
下
し
文
も
、　
一
応
文
意

は
通
じ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
や
は
り
原
文

の
語
法
構
造
を
全
く
無
視

し
た
訓
読
が
な
さ

れ

て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
山
河

万
物
尽
く
浄
く
」
と
書
き
下
さ
れ
た
句

の
語
法
構
造

は
、

「
山
河

万
物
」
が
主
語

で
あ
り
、

「
尽
」

は
副
詞
、

「
浄
」

は
述
語
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、

こ
れ
を
復
文
し
た
な
ら

「
山
河

万
物
尽
浄
」
と
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
は
ず

で

あ

る
。

し
か
し
原
文
は

「
浄
尽
山
河

万
物
」
な

の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち

「
山
河

万
物
」

は
目
的
語

で
あ
り
、

「
浄
尽
」

は
述
補
構

造
を
構
成

し
て
い
る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
終

に
数
丈

の
積
累
を
成

し
、
山
河

万
物
を
浄
め
尽
く
し
て

一
色

の
銀
界
と
為
す
」

と
訓
読

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。

Ⅵ

、

稲

部

種

昌

先

生

碑

（一晶
里

巾
七

里

母

而
先
生
独
留
柩
異
郷
呑
冤
地
下

而
し
て
先
生
独

り
柩

に
留
ま
り
、
異
郷
に
冤

を
地
下
に
呑
む
。
と
２６

こ
こ
は
七

日
市
藩

に
お
預
け
と
な

っ
た
長
崎

の
通
詞

の
稲
部
種
昌
が
永
牢

の
身

の
ま
ま
病

死
し
た

こ
と
を
記
し
た
部
分

で
あ

る

が
、
書
き
下
し
文

に
は
や
や
不
自
然
さ
が
見
受
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち

こ
こ
は
主
語

「
先
生
」

に
対
し
て
述
部
が
並
列
さ
れ
、
各

述
部

に

「
異
郷
」

「
地
下
」
と

い
う
場
所
を
示
す
目
的
語
が
加
え
ら
れ
た
構
文
で
あ
る
と
解
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て

「
而

れ
ど
も
先
生
独
り
柩
を
異
郷

に
留
め
て
冤
を
地
下
に
呑
む
」
と
訓
読
す

べ
き
と

こ
ろ
で
あ

る
。

（
四
）
文

脈

に
対
す

る
無

理
解

Ｉ
、
古
戸
日
光
新
道
稗

父

間
々
町
桐
原
）

於
是
険
者
夷
傾
者

宛
）
〔
坦
〕
迂
者
直
無
復
暴
溢
之
患
央

是

に
於

て
険

し
き
を
夷

ら
ぐ
者
、
傾
け
る
者
、
担

ひ
て
迂

ゎ
り
す

る
者
、
直

ち

に
暴

溢

の
患

佼

無

し
。
注
２７

こ
こ
は
翻
刻

の
過
誤
が
あ
る
が
、
基
本
的

に
は
文
脈
を
把
握
し
得
な

い
ま
ま
、

「険
者
夷
」
に

つ
い
て

「
険

し
き
を
夷
ら
ぐ
者
」

と
、
ま
た

「
無
復
…
…
」

に

つ
い
て

「
…
…
復
無

し
」
と
全
く
語
法
構
造
を
無
視

し
て
お
り
、

こ
れ
ら

の
点
も
含

め

て
、
文
意
が
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通
ら
な

い
書
き
下
し
文
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
文
脈
を
押
さ
え

て
句
読
を
切
れ
ば
、
　

ゴ
疋
に
於

い
て
険
な

る
は
夷

ら
ぎ
、
傾

け
る
は
坦

ら

か
に
、
迂
な

る
は
直
く
し
て
、
復
た
暴
溢

の
患

ひ
無

し
」
と
極
め

て
明
晰

に
原
文

の
意
味
を
疎
通
さ
せ
る

こ
と
が

で

き
よ
う
。

コ
、

島
邸

沿
革

碑

伊

勢
堕
巾
境
島
せ

而
全
郁
之
地
皆
係
民
有
絶
無
官
有
水
路

而
し
て
全
村

の
地
、
み
な
民
有

に
係
わ
る
も

の
絶
無

に
し
て
官
有

の
水
路
な
り
。
と
２８

こ
の
部
分

の
文
脈
は
次

の
よ
う

で
あ
る
。
利
根
川
は
本
来
島
村

に
は
流
れ

て
い
な
か

っ
た
が
、
な
ん
度
も
繰

り
返
さ
れ
た
氾
濫

に
よ

っ
て
す

っ
か
り
そ

の
流
域
を
変
え
、
島
村

の
中
心
部
す
な
わ
ち
住
民

の
所
有
地
を
買
通
し
て
流
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。

明
治

に
な

っ
て
政
府

は
地
租
を
改
訂
す

る
際

に
、
本
来
国
有
地

で
あ

る
べ
き
河
川
流
域
が
島
村

で
は
そ

の
よ
う
に
登
記
さ
れ

て
い
な

い

の
で
古
文
書
を
調

べ
た
と

こ
ろ
、
島
村

の
土
地
は
す

べ
て
民
有
地

で
あ

っ
た
事
実
が
明
ら
か
に
な

っ
た
と

い
う
も

の
で
あ

る
。　
つ

ま
り
書
き

下
し
文
は
、
句
読
を
誤
り
、
全
く
反
対

の
意
味

に
読

み
誤

っ
て
し
ま

っ
て
い
る
の
で
あ

る
。

こ
こ
は

「
而
し
て
全
郁

の

地

は
皆
民
有

に
係
り
、
絶

へ
て
官
有

の
水
路
無

し
」
と
訓
読

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

Ⅲ
、
柾
冤
雄
表
之
碑

各
同
堕
巾
下
小
鳥
団

①

縦
有
為

下
犯
上
之
講
子
老
子
幼
子
婦
干
裾
何

一
与
知
其
麺
罰
之
惨
専
於
為
下
者
平

縦

い
下
、
上

を
犯
す

の
講

（と
が
め
）
を
為
す
も
、
老

に
幼

に
婦
に
裾

（幼
児
）
に

一
と
し
て
其

の
極
罰

の
惨
を
与

り
知

ら

し
め
、
下
を
為

む
る
に
専
ら
な

る
者
有
ら
ん
や
。
と
２９

こ
れ
は
江
戸
時
代

の
初
期

に
お

い
て
今

の
高
崎
市

に
あ

っ
た

一
村
が
圧
政

に
対
し
て
抵
抗

し
た
た
め
に
、
村

民
す

べ
て
が
官

に

よ
る
夜
襲

に
よ

っ
て
殺
致
さ
れ
た
伝
承
を
明
治

に
な

っ
て
や

っ
と
明
ら
か
に
す

る

こ
と
が

で
き
、
そ
れ
を
碑
文
と
し
た
も

の
で
あ

る
。

こ
こ
は
、
翻
刻

に

「
何
」
字
を
脱
し
て
お
り
、
そ
れ
を
考
慮
外

に
し
た
と
し
て
も
、
書
き
下
し
文
と
し
て
は
意
味

の
疎
通
に
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難
が
あ

る
。
す
な
わ
ち

「
縦

ひ
下
為
り
て
上
を
犯
せ
し
講

有
ら
ん
も
、
老

に
子

い
て
幼

に
子

い
て
、
婦

に
子

い
て
裾
に
子

い
て
、

何
ぞ

一
も
与

か
り
知
ら
ん
や
。
其

の
極

製

の
惨
、
下
為

る
者

に
専
ら
な
ら
ん
か
」
と
訓
読
す

る
こ
と

で
、
意
味

は
明
白

に
な

る
で

あ
ろ
う
。

②
衆
怨
之
捜
本
帰
其
所
出
柾
直
之
狭
慶
報
其
所
為
央

衆
怨

の
憤

若

（集
り
）
は
其

の
出
ず

る
所
柱
直

の
狭

ぃ
に
し
て
、
慶

」び
は
其

の
為
す
所
に
報

い
し
な

り
。
注
３０

こ
こ
は
翻
刻

に

「
帰
」
字

を
脱

し
た

こ
と
も
起
因
し
て
か
、
原
文

の
対
偶
表
現

の
修
辞

に
対
す

る
理
解

に
欠
け
た

こ
と
か
ら
句

読
も
誤
り
、
文
意
が
通
ら
な

い
も

の
と
な

っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「衆
怨

の
憤

本
は
、
其

の
出
づ

る
所
に
帰

し
、
柾
直

の
狭

慶

は
、

其

の
為
す
所

に
報
ゆ
」
と
訓
読
す

る
べ
き

で
あ
る
。

工
、
碑
文

に
お
け
る
語
法
上

の
問
題

漢
文
碑

の
読
解

に
お

い
て
、

そ

の
前
提
は
書
記
さ
れ
た
漢
文
が
語
法

に
適

っ
た
正
し

い
漢
文

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ
ろ
う
。

し
か
し
撰
文
者
が
極

め

て
漢

文
語
法
に
精
通
し
て
い
た
と
し
て
も
、
や

は
り
言
語
構
造

の
異
な

る
日
本
語
と
同
じ
と

い
う
わ
け

に

は

い
か
ず
、

い
わ
ゆ
る
和
習
と
称
さ
れ
る
漢
文
語
法

の
常
態
か
ら
外
れ
た
句
を
構
成

し
て
し
ま
う

こ
と
が
ぁ
り
、
今

回
調
査

し
た

漢

文
碑

に
お

い
て
も
何
点

か
問
題
と
な
る
文
が
見
受
け
ら
れ
た
。

Ｉ
、
家

富
忠

〓
一郎
翁

稗

（館
林
市
下
早
川
田
町
）

使
会
社
側
村
民
側
令
得
共
栄
満

足
為
収
効
果
也
注
３‐

こ
の
碑

は
、
大

正
期

に
館
林
市

の
産
業

の
進
展
に
貢
献

し
、
東
武
鉄
道

の
敷
設
に
と
も
な
う
用
地
買
収

の
際

に
会
社
と
住
民
と

の
間
に
入

っ
て
調
停
役
を
担

っ
た
家
富
忠

二
郎

に

つ
い
て
記
し
た
碑

で
あ
り
、

こ
こ
は

「
会
社
側
村
民
側
を
使

て
共

に
栄
え
満

足
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す

る
を
得
令

め
、
為

に
効
果
を
収
む
る
な
り
」
と
読
む

べ
き
も

の
と
考
え
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は

い
わ
ゆ
る
使
役

の
構
文

で
あ

る
か

ら
、
使
役

の
動
詞
は

一
つ
の
み
用

い
る
の
が

一
般

の
構
文
で
あ
る
。

し
た
が

っ
て

「
使
会
社
側
村
民
側
得
共
栄
満

足
為
収
効
果
也
」

と
す

べ
き

で
あ
り
、
　

ズ
ご

字

は
不
要
で
あ
る
。

コ
、

岨
雲
今

村

翁
遺

愛

記

（伊
勢
崎
一巾
連
取
）

莫

不
所
往
而
適
意

こ
の
碑
文
に
は
、
書
き
下
し
た
資
料
が
あ
り
、

「
往
き

て
適
意
す
る
所
な
ら
ざ

る
莫
く
、
」
と
３２
と
し
て
い
る
。

し
か
し
書

き
下

し
文
と

し

て
意
味
が
十
分

に
疎
通
し
な

い
が
、
実

は
原
碑
文

の
方

に
語
法
上

の
問
題
が
あ
る
と

い
わ
ざ

る
を
得
な

い
の
で
あ

る
。

先
ず
、

「
莫

不
…
…
」

の
二
重
否
定

の
文

で
あ

る
と
見
た
場
合
、
副
詞

「
不
」

の
後

に
は
構
造
助
詞

「
所
」
字

に
よ
る
名
詞
句
が

置
か
れ

る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
。
そ
こ
で
改
め
て
こ
の
原
文
が
置
か
れ
た
前
後

の
文
脈
を
検
討

し
て
み
る
と
、
こ
れ
は
ま
さ
に

「
無

所
往
而
不
為
義
也
」
島

孟
子
』
尽
心
こ

や

「
無
所
往
而
不
聴
」
島

萄
子
』
君
こ

に
見
ら
れ
る

「
無
所
往
而
不
…
…
」
と

い
う
慣
用
表

現
を
踏
ま
え

て
い
る
と
推
定

で
き
る
。

し
か
し
問
題
は

こ
の
慣
用
表
現
に
お

い
て
は
動
詞

「
無
」
が
用

い
ら
れ
、

「
莫
」
を
用

い

る
事
例

に
乏
し
い
こ
と

で
あ

る
。

し
か
し

「莫
」
を
動
詞

「
無
」

に
通
用
さ
せ
た
用
法
と

し
て
、

「
莫
所
憑
侍
」

（陳
孔
韓

「為
衰
紹

檄
豫
州
こ

な
ど
も
あ
る

の
で
、
敢
え

て

「
莫
」
を
そ

の
ま
ま
用

い
て

「
莫
所
往
而
不
適
意
」
と
書
き
改
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
始

め
て

正
し
く
訓
読
す

る

こ
と
が

で
き

る
漢
文
と
な

る
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
書
き
下
し
文
と

し
て
は

「
往
く
所
と
し
て
意

に
適

は
ざ

る
莫

し
」
あ

る

い
は

「
往
く
と
し
て
意

に
適
は
ざ

る
所
莫

し
」
と
な
り
、
意
味
が
疎
通
す

る
こ
と
に
な
る
。

回
、

須
藤

勘

弥
翁

之
碑

飛

上
町
湯
辱

子
時
有

賜
憲
法
発
布
之
際
於
養
老
金
と
３３

こ
こ
は
、

「
時

に
子

い
て
憲
法
発
布

の
際

に
養
老
金
を
賜
は
る
こ
と
有

り
」
と
訓
読
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
、
か

つ
そ

の
よ
う

な
和
文

に
基
づ

い
て
復
文
さ
れ
た
漢
文

で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
う

で
あ

る
と
す

る
な
ら
ば
動
詞

「
賜
」

の
目
的

語
が

「
養
老
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金
」

で
あ
り
、
　

昼
思
法
発
布
之
際
」
は
そ

の
目
的

語
で
は
あ
り
え
ず
、

こ
れ
は
時
期
を
表
す
副
詞
句
な

い
し
は
時
期
を
表
示
す

る

前
置
詞
構
造

の
前
置
詞
が
省
略
さ
れ
た
も

の
と
理
解
さ
れ
る
。

し
た
が

っ
て
こ
れ
は
動
賓
構
造

「
賜
養
老
金
」

に
対
し
て
前
置
詞

構
造
と

し
て
後
置
さ
せ
る

こ
と
が
語
法

に
沿

っ
た
構
成
と
な

ろ
う
。

そ

こ
で
こ
の
文
は

「
手
時
有
賜
養
老
金
於
憲
法
発
布
之
際
」

と
改
め
る
べ
き

で
あ

る
。

こ
の
文

に
お
け
る
誤
り
は
、
訓
読

で

「
憲
法
発
布
之
際
」

に

「
に
」
を
送

る

こ
と
か
ら
、
そ

の
語
法
成

分
を
動

詞

「
賜
」

の
目
的
語
と
判
断
し
て
、

「
賜
憲
法
発
布
之
際
」
と
動
賓
構
造
と
し
て
し
ま

っ
た

こ
と
に
起
因
し
て
い
よ
う
。

Ⅳ
、
横

山
林

蔵
翁

頌
徳

碑

爺

馬
町
中
母

①

偶
憂
本
邦
之
蚕
業
尚
幼
稚
而
不
得
飼
育
其
宜
注
３４

こ
の

「
不
得
飼
育
其
宜
」
は

「
飼
育

に
其

の
宜
し
き
を
得
ず
」
と
訓
読
す

べ
き

こ
と
を
期
待
し
た
文

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ

る
。

し
か
し
動

詞

「
得
」

の
目
的

語
は

「
其
宜
」

で
あ
り
、

「
飼
育
」
は
範
囲
を
表
す
前
置
詞
構
造

の
目
的

語
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る

の
で
、

「
得
」

の
直
後
に

「
飼
育
」
を
置
く

こ
と
は
あ
り
得
な

い
。
ふ

つ
う
は
こ
う
し
た
前
置
詞
構
造
は
動
賓
構
造

「
得
其
宜
」
の

後

に
置
く
か
そ

の
前

に
置
く

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、　
一
般
的

に
は

「
所
謂
全
生
者
、
六
欲
皆
得
其
宜
也
」

（
『
呂
氏
春
秋
』
貴
生
）

や

「
恐
子
聖
政
補
得
其
宜
」
島

続
資
治
通
鑑
』
真
宗

・
天
噂

九
年
）
の
よ
う

に
前
置
す

る
構
文
が

ほ
と
ん
ど
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
は

「
飼
育

不
得
其
宜
」
と
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。

②

所
世
之
永
感
服
而
倶
記
也
注
３５

こ
こ
は

「
世

の
永
く
感

服
し
て
倶
に
記
す

る
所
な
り
」
と
訓
読
す

る

こ
と
を
期
待

し
た
文

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し

語
法
上

の
問
題
と
し
て
は
、
構
造
助
詞

「
所
」
字

に
よ
る
名
詞
句
は

「
所
」
字

の
後

に

「
動
賓
構
造
」
を
直
接
置

い
て
名
詞
句
化
し
、

そ
れ
を
修
飾
す

る
名
詞
あ

る

い
は
代
詞
は
、

「
所
字
構
造
」
の
前

に
置

い
て
、

「
君
之
所
尊
碁

而
富
貴
」

亀

晏
子
春
秋
』
内
篇
問
じ

や

「
皆
天
子
之
所
改
容
而
礼
之
也
」
島
キ侯
圭
邑

買
誼
伝
）
の
よ
う

に

「
名
詞

（之
）
十
所
字
構
造
」
の
構
成
を
取
る
こ
と
が
常
態

で
あ

る
。

つ
ま
り

こ
の
文

の
よ
う

に
助
詞

「
所
」

の
直
後

に
名
詞

「
世
」
を
置
く

こ
と
は
語
法
を
逸

し
て
お
り
、

こ
こ
は

「
世
之
所
永
感

服
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而
倶
記
也
」
と
改
め
る
べ
き

で
あ
る
。

Ｖ
、

大

野
陳

海

碑

希

流
町
麻
毎

予
亦
有
於
先
生
蘭
交
之
誼
注
３６

こ
こ
は

「
予
も
亦
た
先
生

に
蘭
交

の
誼

有

り
」
と
訓
読
す
る

こ
と
を
期
待
し
た
、
な

い
し
は
こ
の
よ
う

に
下
書
き
し
た
和
文
を

漢

文

に
復
文

し
た
事
例

で
、
漢
文
本
来

の
語
構
成
を
逸

し
て
し
ま

っ
た
も

の
で
あ

る
。
動
詞

「
有
」

に
対
し

て

「
先
生
」
は
対
象

を
表
示
す

る
成
分

で
あ

る
か
ら
前
置
詞
構
造

「
於
先
生
」
と
し
て
表
記
す

る

こ
と
は
適
切

で
あ

る
が
、

こ
の

「
有
」

は
目
的

語
と

し
て

「
蘭
交
之
誼
」
を
と
り
、
動
賓
構
造

「
有
蘭
交
之
誼
」
を
構
成

し
て
い
る
の
で
、

「
於
先
生
」

の
語
法
上

の
配
置

は
、
動
賓

構
造

「
有
蘭
交
之
誼
」

に
対
し
て
前
置
す

る
か
後
置
す

る
か
が
常
態

で
あ

っ
て
動
賓
構
造

の
倒
置
な
ど
に
依
ら
な

い
限
り
、

こ
こ

に
見
ら
れ
る
よ
う

に
直
接

「
有
」

の
後
に
置
く

こ
と
は
あ
り
え
な

い
。
た
と
え
ば

「
何
有
於
我
哉
」

島

ム而
五樫

述
而
）
は
動

詞

「
有
」

の
直
後

に
前
置
詞
構
造
を
と

る
が
、
本
来

「
有
」

の
直
後

に
有

る
べ
き
目
的
語

「
何
」
が
疑
問
代
詞

で
あ
る
た
め
に
倒
置
さ
れ

て

「
有
」

の
前

に
出
さ
れ
た
た
め

で
あ
る
。

し
た
が

っ
て
こ
こ
は

「
予
亦
有
蘭
交
之
誼
於
先
生
」
あ

る

い
は

「
予
亦
於
先
生
有
蘭
交

之
誼
」
と
改
め
る
こ
と

で
語
法

に
か
な
う

こ
と
に
な
る
。

ち
な

み
に

「
此
之
前
後
、
無
復
有
於
陽
平
交
兵
事
」

（
Ｔ
菌

士饉

諸
葛
亮
伝
注
）
あ

る

い
は

「
別
為
鷹
舎
、
安
置
棺
柩
。
亦
有
於
村

側
産
之
」
（
『
隋
圭
邑

地
理
こ

な
ど

の
文
は
、
動
詞

「
有
」
の
後

に
前
置
詞
構
造
を
直
接
置

い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
こ
れ
ら

の

「
有
」

に
対
す

る
目
的

語
は

「
於
陽
平
交
兵
事
」
と

「
於
村
側
産
之
」
と

で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
前
置
詞
構
造

「
於
陽
平
」

「
於

村
側
」

は
、

「
有
」

に
掛

か
る
も

の
で
は
な
く
、

「有
」

の
目
的
語
に
お
け
る
動
賓
構
造

「
交
兵
」

「
産
之
」

に
掛

か

っ
て
そ
れ

ら

に
前
置
さ
れ
た
も

の
で
あ
り
、

「
有
」

の
後
に
直
接
前
置
詞
構
造
を
置
く
と

い
う
ケ
ー

ス
と

は
構
造
が
異
な

る

の
で
あ
る
。

六

、

ま

と

め
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以
上

の
考

察

は
、

日
本

漢

文

学

と

い
う
ジ

ャ

ン

ル

の
中

で
も
極

め

て
限

ら

れ
た

日
本

人

に
よ

る
漢

文

碑

の
、

さ

ら

に
群

馬

県
内

に
所
在

す

る
も

の

の
翻

刻

・
読

解

の
実

態

の
分
析

と

い
う

よ
う

に
、

文
字

通

り

の
管

見

に
し

か
す
ぎ

な

い
考

察

で
あ

る
。

し

か

し

こ

こ

で
提

示

し
た

問

題
点

は
漢

文
碑

の
読

解

の
み

に
留

ま

ら
ず

、

地
方

に
お
け

る
漢

字

漢

文

文
献

の
扱

い
や
読

解

の
あ

り
方

と

し

て
敷

術

し
、

そ

れ
ら

を
遠

景

と

し

て
見
通

し
う

る

の
で
は
な

い
か
と

思

わ

れ

る
。

な

ぜ

な

ら
漢

文

碑

を

対
象

と

し
た

と

は

い
え

、

ひ
と

た

び
翻

刻

の
作
業

を
経

過

す

れ
ば

、
そ
れ

ら

は
す

で
に
碑
文

、
墓

誌

な

ど
と

い
う

文
体

の
漢

文

に
外
な

ら
な

い
か
ら

で
あ

り
、

そ

の
読

解

は
ま
さ

に
漢

文

文
献

を
読

解
す

る

こ
と

と

同
軌

と
な

る
か
ら

で
あ

る
。

地

域

に
密

着

し
た

人
物

、

あ

る

い
は
地
域

の
文

化

や
歴
史

、

政

治

、

産

業

な

ど

に
特
定

さ

れ
た
内

容

が
主

と

し

て
撰

述

さ

れ

る

漢

文

碑

は
、

地
方

史

な

い
し

は
郷

土
史

の
史

料

と

し

て
翻
刻

・
読

解

さ

れ

、

そ

の
漢

文
碑

に
関
す

る
専

著

や

そ
れ

ら

を

採

録

す

る

郡
市

町
村

誌

な

ど

は
ま

さ

に

日
本

漢

文
学

の
裾

野
を
な

す

と

も

い
う

べ
き

文
献

資

料

と

し

て
刊

行

さ

れ

る
。

そ

し

て

こ

こ
に

そ
れ

ら

の
翻

刻

・
読

解

は
、　
一
部

に
限

ら
れ

る
と

は

い
え
、

必
ず

し
も
漢

文

に
お
け

る
典

拠

や
対

偶

と

い

っ
た
修

辞

ま

た

語
法

に
対
す

る

一
定

程
度

の
素

養

を

伴

っ
て

い
る
と

は
言

い
難

い
水

準

の
読

解

力

に
よ

っ
て
行

わ

れ

て

い
た

と

い
う
実
情

の

一
斑

を

確

認

し
た

の

で
あ

る
。

す

な

わ

ち

今

回

の
考

察

は

い
わ
ば

漢

方

に
お
け

る

「
証
」

の
確

認

で
あ

り
、

こ

の

「
証
」

に
対
す

る

日
本

漢

文
学

研
究

の
水

準

を

引

き

上

げ

る
た

め

の
基

礎

的

な

漢

文
読

解

力

の
酒
養

な

ど
、

具

体

的

な

「
方

」

に

つ
い
て
は
、

「
日
本
漢

文
学

研
究

の
世

界

的

拠
点

の
構
築

」

プ

ロ
グ

ラ

ム

の
実
質

化

の
過
程

で
提

示
さ

れ

る
も

の
と

期
待
す

る
と

こ
ろ
が
大

で
あ

る
。

注
１
　

以
下
、
碑
文
の
翻
刻
上
の
過
誤
や
術
字
を

（
）
内
に
、
原
碑
の
正
し
い
文
字
や
脱
文
の
補
い
を

〔
〕
内
に
示
す
。
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館
林
教
育
委
員
会
編

『
館
林
叢
書
』
第
十
九
巻
、
館
林
教
育
委
員
会
、
平
成
二
年
、
三
四
頁
。

新
里
村
誌
編
纂
委
員
会
編

『
新
里
村
誌
』
昭
和
四
九
年
、
五
五
九

一
六
〇
頁
。

群
馬
県
吾
妻
教
育
会

『
群
馬
県
吾
妻
郡
誌
』
昭
和
六

十
年
復
刻
版
、

〓

十五
三
頁
。

高
山
村
誌
編
察
委
員
会
編

『
高
山
村
誌
』
昭
和
四
七
年
、
九
九
①
頁
ｃ

し
の
木
弘
明

『境
町
碑
墓
銘
集
』
境
町
教
育
委
員
会
、
平
成
九
年
、

一
人
頁
。

山
田
武
麿

・
早
川
光
二
郎
監
修

『
群
馬
の
古
碑
』
上
毛
新
聞
社
、
昭
和
五
八
年
、
三
二
人
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』

一
人
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』
五

一
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』
五

十
七
頁
。

伊
勢
崎
市

『
伊
勢
崎
市
史
』
資
料
編
３
　
近
世
田
（文
芸
）

昭
和
六

十
年
、
二
①
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』
五
二
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』
三
七
三
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』
三
七
三
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』

一
二
二
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』

十
二
四
頁
ｃ

藤
岡
市
史
編
さ
ん
委
員
会

『
藤
岡
市
史
　
資
料
編
　
近
代

・
現
代
』
藤
岡
市
、
平
成
六
年
、
九
八
①
頁
ｃ

『
群
馬
の
古
碑
』
二
九
九
頁
ｃ

群
馬
の
古
碑
』
五
七
頁
ｃ

大
間
々
町
誌
編
さ
ん
室

『
大
間
々
町
誌
別
巻
七
　
大
間
々
町
の
石
造
物
』
大
間
々
町
誌
刊
行
委
員
会
、
平
成
六
年
、
四
四
二
頁
。

『
大
間
々
町
の
石
造
物
』
四
二
五
頁
ｃ

『
大
間
々
町
の
石
造
物
』
四
二
五
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』
六
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』
三
四
六
頁
。

『
藤
岡
市
史
』
九
人

一
頁
。

『
群
馬
の
古
碑
』
五
人
頁
ｃ

『
大
間
々
町
の
石
造
物
』
四
四
三
頁
。

『
境
町
碑
墓
銘
集
』
六
頁
◇

『
群
馬
の
古
碑
』

一
〇
八
頁
。
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36 35 34 33 32 31 30

『
群
馬
の
古
碑
』

一
①
九
頁
。

『
館
林
叢
書
』
二

一
三
頁
。

『
伊
勢
崎
市
史
』
資
料
編
３
近
世
回
、
三
①
二
頁
。

町
誌
み
な
か
み
編
察
委
員
会

『
町
誌
　
み
な
か
み
』
昭
和
三
九
年
、
五
九
〇
頁
。

群
馬
県
群
馬
郡
教
育
会
編

『
群
馬
県
群
馬
郡
誌
』
大
正

一
四
年
、　
〓

一人

一
頁
。

『
群
馬
県
群
馬
郡
誌
』

十
二
人

一
頁
。

万
場
町
誌
編
さ
ん
委
員
会

『
万
場
町
誌
』
平
成
六
年
、　
一
①
①
二
頁
ｃ
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